
件 件 件 件

千円 千円 千円 千円

※１：金額総額であり、複数の団体等に交付している場合、個々の団体等への交付額等を示すものではありま
せん。なお、当該年度は当初予算額を記載しております。また、前年度決算額について、補助額の確定が未了
のものは、交付件数および交付決定額を外数として（）書きで記載しております。
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昭和59 32年度 年度
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経過年数

21,36823,468
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交付対象経費及び
補助金の算定方法等

前々年度

補助開始年度

1

その他

年度

（間接補助の場合）
間接補助とする理由
及び再交付先への配

分基準、審査基準

 【間接補助の理由、再交付の配分基準・審査基準】

補助金名 障がい者スポーツ等活動推進事業補助金

（公募の場合）
公募時期

その他の補助金

交付先決定方法 非公募

　交付先は，障がい者のスポーツ，レクリエーションの振興を図り，障がい者の福祉の
向上に資することを目的に設立された，様々な当事者団体が運営に携わっている団体
であり，また30年に渡る実績を有しているなど，補助の目的を達成できる唯一の団体で
あると認められるため。

団体 福岡市障がい者スポーツ協会 区分

保健福祉局 障がい者部
障がい者施設支援課
（ＴＥＬ092-711-4249）

担当課
（連絡先）

前年度補助事業
の主な実施概要

・スポーツ教室の企画・実施(フライングディスク，ボウリング，ソフトボール，サッカー，ダーツ教室等)
・各種大会・催事の企画・実施(インドアアーチェリー大会，駅伝大会，ふくふくフェスティバル等)
・障がい者スポーツ指導員の養成
・各種大会・教室等の運営をサポートするボランティア等支援組織の育成
・第14回全国障害者スポーツ大会「長崎がんばらんば大会」に福岡市選手団である96名を派遣し，各競技の結果，金メ
ダル6，銀メダル4，銅メダル8を獲得したことと併せ，17名の選手が自己新記録を更新した。

回

終期を延長する
理由

       補助金調書

交　付　先

（公募の場合）
応募要件

（非公募の場合）
非公募の理由

平成28

補助金の目的
及び

補助対象事業

延長回数 0

　障がい者のスポーツ・レクリエーション活動を組織的に促進する団体の事業に対し補
助を行うことにより，障がい者スポーツ・レクリエーションの振興及び障がい者の健康増
進と社会参加を図ることを目的とする。

当該年度

補助金の終期

【補助対象経費、補助金額の算定方法・考え方】
人件費（職員俸給，職員諸手当，非常勤職員給与，法定福利費等），事業費（ス
ポーツ教室，各種大会等の障がい者のスポーツ・レクリエーションの振興を図り，
障がい者の福祉の向上に資する事業にかかる経費），事務費（役務費，旅費交通
費，印刷製本費，消耗品費，通信運搬費，賃借料等）

補助金交付
による効果

・障がい者スポーツ・レクリエーションの振興及び普及を通じて，障がい者の健康増進，
社会参加に寄与している。
・障がいについての，市民の理解が深まっている。
・パラリンピック東京大会の開催に向け，障がい者の競技スポーツへの関心が高まる
中，競技者やスポーツ指導員の育成を通じ，障がい者スポーツをさらに普及させること
が期待される。

前々々年度交付状況等
【上段：交付件数】

【下段：決算】
（※１）

前年度


